
横浜市住宅政策審議会資料作成及び住生活基本計画改定検討等業務委
託
横浜市住生活基本計画の改定に向け、住宅政策の方向性とそ
の実施に向けた具体的施策を検討し、有識者・市民等からな
る住宅政策審議会を通じオーソライズを諮った。
改定計画では、横浜らしい多様な地域特性と多彩な市民力を
生かし「一人ひとりのライフスタイルに応じた豊かな暮らし
方を選択できるまち　よこはま」を目指すべき将来像に掲げ、
その実現に向けて「社会環境の変化」「居住者・コミュニ
ティ」「住宅ストック」の３つの視点からなる７つの目標を
位置付けた。さらに各目標を横断・共通する基本姿勢として、
①ストックの活用②他分野の連携③地域経済の活性化④DXの
推進を位置付けた。
具体的な施策として、これまでの住宅政策で注力してきた防
災、セーフティネット、空家対策等に加え、特に郊外住宅地
の再生に力点を置き、脱炭素社会に向けた住宅の断熱化・省
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エネ化やマンション管理適正化に向けた取組を強く推進する
ことを位置付けている。


